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○
協
働
の
担
い
手
づ
く
り
と
市
民
の
自
主
的

　
な
活
動
支
援

　
校
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
協
議
会
の
「
自
ら
考

え
、自
ら
取
り
組
む
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
づ
く
り
」

を
応
援
す
る
と
と
も
に
、
ま
ち
づ
く
り
の
主

役
と
な
る
人
材
等
の
育
成
及
び
団
体
等
の
活

動
支
援
を
行
い
ま
す
。

○
適
切
な
行
政
運
営

　
職
員
の
資
質
向
上
を
は
じ
め
将
来
の
歳
入

減
、
施
設
の
更
新
・
保
全
等
に
備
え
た
経
常

経
費
の
削
減
に
努
め
る
と
と
も
に
、
平
成
27

年
度
か
ら
の
行
革
指
針
と
な
る
後
期
集
中
改

革
プ
ラ
ン
を
策
定
し
ま
す
。

　
ま
た
、
平
成
28
年
か
ら
導
入
さ
れ
る
社
会

保
障
・
税
番
号
制
度
の
導
入
準
備
を
進
め
ま

す
。

　
　
　「
市
民
誰
も
が
活
躍
で

　
　
　
き
る
自
治
づ
く
り
」

政策Ⅰ

○
「
伊
佐
を
知
っ
て
・
伊
佐
に
来
て
・
伊
佐

　
を
愛
し
て
も
ら
う
」
好
循
環
づ
く
り

　
多
く
の
情
報
を
集
め
、
広
く
発
信
し
て
本

市
の
原
動
力
と
す
る
た
め
の
仕
組
み
づ
く
り

を
行
い
、
伊
佐
の
魅
力
や
さ
ま
ざ
ま
な
情
報

を
市
民
の
皆
さ
ま
を
は
じ
め
市
外
へ
も
広
く

お
届
け
し
ま
す
。

　
政
府
の
施
策
方
針
、
市
場
に
対
応
で
き
る

伊
佐
市
な
ら
で
は
の
地
域
産
業
づ
く
り
を
進

め
ま
す
（
Ｔ
Ｐ
Ｐ
交
渉
の
方
向
性
を
見
極
め
、

わ
が
国
の
農
政
の
大
転
換
に
迅
速
に
対
応
す

る
）。

○
収
益
性
の
高
い
農
業
づ
く
り

❖
品
質
の
高
い
農
畜
産
物
の
生
産
に
よ
る
ブ

　
ラ
ン
ド
化
や
新
た
に
導
入
す
る
乾
田
化
対

　
策
に
よ
っ
て
裏
作
・
園
芸
作
物
の
生
産
を

　
進
め
ま
す
。

❖
新
規
担
い
手
の
育
成
や
農
業
経
営
体
の
基

　
盤
整
備
、
農
地
の
保
全
、
整
備
及
び
集
約

　
化
の
施
策
を
行
い
ま
す
。

　
　
　「
伊
佐
の
特
性
を
活
か

　
　
　
す
地
域
産
業
づ
く
り
」

政策Ⅱ

　平成 26 年度は、市民と行政の役割分担による協働を基礎と
して伊佐市総合振興計画に基づく政策に沿った施策を進めます。
　中長期的視点として、10 年後、20 年後のまちの将来を見据
えつつ、「行政サービスの『質』の向上と健全な財政運営」を
基本とし、短期的には、「雇用」「コミュニティ」「若者」を視
点に、雇用対策、高齢者・子育て支援、生活環境保全、防災体
制の充実及び農林業振興について、それを支える人づくりや情
報収集・発信の仕組みづくりと併せて複合的に推進します。
　さらに、この取組みに「安心と希望」を鳥

ちょうかんてき

瞰的な視点として
加え、「住みたい、住み続けたい」と感じ、「将来に希望を持て
る」まちづくりを市民の皆さまをはじめさまざまな主体との対
話・連携を持って進めます。

特集 
施
政
方
針

平成 26 年度 

第
１
回
伊
佐
市
議
会
で
隈
元
市
長
が
施
政
方
針
を
発
表

※
紙
面
の
都
合
に
よ
り
抜
粋
し
た
も
の
を
掲
載
し
ま
す
。
施
政
方
針
の
全
文
は
、

　
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

行政サービスの質の向上と
健全な財政運営に立った

「安心と希望」 のまちづくり
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❖
畜
産
農
家
の
経
営
安
定
と
高
い
市
場
評
価

　
に
向
け
た
積
極
的
な
支
援
や
近
隣
自
治

　
体
・
関
係
機
関
と
の
連
携
に
よ
る
家
畜
悪

　
性
伝
染
病
の
防
疫
対
策
に
取
り
組
み
ま
す
。

○
林
業
の
振
興
や
多
様
で
健
全
な
森
づ
く
り

　
伊
佐
産
材
の
利
用
拡
大
に
よ
る
林
業
・
木

　
材
産
業
の
再
生
、
竹
林
も
活
用
し
た
地
域

　
の
環
境
保
全
と
活
性
化
を
図
り
ま
す
。

○
有
害
鳥
獣
に
よ
る
農
作
物
被
害
等
防
止
・

　
軽
減
対
策
を
計
画
的
に
実
施
し
ま
す
。

○
本
市
に
所
在
す
る
企
業
が
活
動
し
や
す
い

　
環
境
づ
く
り
や
、
誘
致
活
動
を
展
開
す
る

　
と
と
も
に
商
工
会
と
の
連
携
に
よ
り
商
店

　
街
の
活
性
化
や
経
営
安
定
・
体
質
強
化
を

　
図
り
ま
す
。

○
旧
来
の
景
観
を
楽
し
む
観
光
に
と
ど
ま
ら

　
ず
、
本
市
の
地
域
資
源
を
活
用
し
た
多
様

　
な
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
実
施
に
向
け
て
、
地
域

　
団
体
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
主
体
が
取
り
組
め

　
る
よ
う
新
た
な
展
開
を
検
討
し
ま
す
。

「
安
心
」
を
最
優
先
と
し
て
地
域
経
済
の
活

性
化
や
地
域
を
愛
す
る
心
に
よ
る
生
活
空
間

づ
く
り
を
推
進
し
ま
す

○
美
し
い
環
境
整
備

❖
市
民
の
環
境
美
化
活
動
を
推
進
し
て
ご
み 

　
の
不
法
投
棄
の
な
い
ま
ち
を
め
ざ
し
ま
す
。

❖
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
設
置
補
助
の
対
象

　
拡
大
や
合
併
処
理
浄
化
槽
の
設
置
補
助
の

　
継
続
を
、
地
元
業
者
育
成
・
雇
用
の
維
持

　
確
保
の
観
点
か
ら
実
施
し
ま
す
。

❖
平
成
30
年
４
月
か
ら
の
稼
動
に
向
け
て
汚

　
泥
再
生
処
理
セ
ン
タ
ー
整
備
事
業
に
取
り

　
組
み
ま
す
。

○
道
路
整
備

❖
「
災
害
、
安
心
な
生
活
、
交
通
形
態
の
変

　
化
へ
の
対
応
及
び
環
境
整
備
」
を
基
本
に

　
道
路
整
備
を
行
い
ま
す
。

❖
橋
梁
に
つ
い
て
は
、
長
寿
命
化
計
画
に
基

　
づ
き
計
画
的
に
修
繕
を
行
い
ま
す
。

❖
国
・
県
の
事
業
等
に
よ
る
財
源
確
保
に
努

　
め
、
地
域
経
済
に
還
元
さ
れ
る
よ
う
に
進

　
め
ま
す
。

○
公
営
住
宅
の
修
繕
・
建
替
な
ど
の
計
画
的

　
な
実
施
、
浸
水
・
内
水
対
策
の
充
実
を
図

　
る
と
と
も
に
、
川
内
川
水
系
河
川
整
備
事

　
業
の
実
施
に
つ
い
て
国
へ
要
望
活
動
を
行

　
い
ま
す
。

○
消
防
防
災

❖
防
災
意
識
の
高
揚
や
自
助
・
共
助
・
公
助

　
に
よ
る
防
災
体
制
づ
く
り
を
進
め
ま
す
。

❖
携
帯
電
話
等
を
活
用
し
た
確
実
か
つ
迅
速

　
な
災
害
情
報
の
提
供
に
努
め
ま
す
。

❖
統
一
さ
れ
た
消
防
団
が
柔
軟
か
つ
迅
速
な

　
活
動
が
で
き
る
よ
う
に
環
境
整
備
を
行
い

　
ま
す
。

❖
女
性
団
員
に
よ
る
分
団
を
設
置
し
、
高
齢 

　
者
等
の
支
援
や
子
ど
も
へ
の
防
火
・
災
害

　
防
止
の
普
及
・
啓
発
運
動
を
推
進
し
ま
す
。

○
交
通
安
全
・
防
犯
対
策
と
し
て
、
校
区
コ

　
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
協
議
会
、
警
察
及
び
交
通
安

　
全
協
会
と
一
体
と
な
っ
た
啓
発
活
動
・
青

　
パ
ト
活
動
等
を
推
進
し
ま
す
。

○
健
全
な
水
道
事
業
の
経
営
と
水
道
施
設
・

　
設
備
の
計
画
的
な
改
修
・
更
新
な
ど
に
努

　
め
、「
良
質
な
水
の
安
定
供
給
」
を
行
い

　
ま
す
。

　
医
療
・
福
祉
関
係
機
関
を
は
じ
め
、
校
区

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
協
議
会
等
と
の
連
携
に
よ
り

地
域
で
支
え
る
福
祉
の
ま
ち
づ
く
り
を
推
進

し
、
市
民
の
主
体
的
な
心
と
体
の
健
康
づ
く

り
を
進
め
、
必
要
な
福
祉
・
保
健
・
医
療
・

介
護
サ
ー
ビ
ス
の
確
保
に
よ
り
、
安
心
感
と

未
来
へ
の
希
望
を
持
て
る
生
活
づ
く
り
に
努

め
ま
す
。

○
ひ
き
つ
づ
き
「
子
育
て
に
や
さ
し
い
ま
ち

　
日
本
一
」
を
め
ざ
し
ま
す

❖
ト
ー
タ
ル
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
を
核
と
し

　
て
地
域
の
専
門
職
の
力
を
活
か
し
た
シ
ス

　
テ
ム
を
構
築
す
る
と
と
も
に
、
働
き
な
が

　
ら
安
心
し
て
子
育
て
が
で
き
る
環
境
づ
く

　
り
を
進
め
ま
す
。

❖
「
子
ど
も
の
命
を
育
み
、
守
る
」
た
め
、

　
医
療
費
助
成
に
不
妊
治
療
費
助
成
・
子
ど

　
も
医
療
費
資
金
の
貸
付
を
新
た
に
加
え
る

　
ほ
か
、
市
内
の
産
婦
人
科
等
の
サ
ポ
ー
ト

　
を
行
い
、必
要
に
応
じ
て
安
心
し
て
受
診
・

　
治
療
が
受
け
ら
れ
る
よ
う
に
取
り
組
み
ま

　
す
。

○
市
民
一
人
ひ
と
り
が
主
体
的
に
健
康
づ
く

　
り
に
取
り
組
め
る
よ
う
生
活
習
慣
病
予
防
、

　
疾
病
の
早
期
発
見
・
早
期
治
療
の
た
め
の

　
検
診
の
実
施
、
疾
病
予
防
の
普
及
啓
発
を

　
行
い
ま
す
。

　
　
　「
自
然
と
調
和
し
た
快
　

　
　
　
適
な
生
活
空
間
づ
く
り
」

政策Ⅲ

特集　平成 26 年度　施政方針 

　
　
　「
と
も
に
支
え
あ
う
明
　

　
　
　
る
く
元
気
な
人
づ
く
り
」

政策Ⅳ
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育
成
を
図
る
た
め
、
地
域
の
力
を
活
か
し
た

「
伊
佐
の
ふ
る
さ
と
教
育
」に
取
り
組
み
ま
す
。

　
ま
た
、
望
ま
し
い
教
育
環
境
の
在
り
方
を

踏
ま
え
、
10
年
後
、
20
年
後
の
伊
佐
市
に
お

け
る
学
校
の
姿
に
つ
い
て
検
討
を
始
め
る
必

要
が
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

○
学
校
教
育

❖
児
童
・
生
徒
が
確
か
な
学
力
を
身
に
付
け
、

　
心
身
と
も
に
た
く
ま
し
い
山
坂
達
者
な
青

　
少
年
に
育
つ
よ
う
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
教
育
環
境
の

　
整
備
・
学
校
施
設
の
安
全
確
保
の
ほ
か
、

　
地
域
住
民
講
師
に
よ
る
「
土
曜
い
き
い
き

　
講
座
」
を
開
講
し
ま
す
。

❖
平
成
27
年
４
月
の
大
口
中
央
中
学
校
の
開

　
校
に
向
け
、
校
舎
・
備
品
等
の
学
習
環
境

　
整
備
を
は
じ
め
、
入
学
予
定
児
童
や
在
校

　
生
の
交
流
推
進
、
児
童
生
徒
の
心
の
ケ
ア

　
体
制
づ
く
り
を
行
い
ま
す
。

❖
魅
力
あ
る
高
校
づ
く
り
の
た
め
の
支
援
の

　
拡
充
や
将
来
の
伊
佐
市
に
ふ
さ
わ
し
い
県

　
立
高
校
づ
く
り
に
つ
い
て
検
討
し
ま
す
。

❖
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
で
は
、
徹
底
し
た
衛

　
生
管
理
の
も
と
、
安
全
で
栄
養
バ
ラ
ン
ス

　
の
と
れ
た
お
い
し
い
給
食
を
提
供
す
る
と

　
と
も
に
、
伊
佐
米
の
利
用
な
ど
地
産
地
消

　
と
食
育
の
推
進
に
努
め
ま
す
。

○
社
会
教
育

❖
生
涯
学
習
の
推
進
を
図
る
と
と
も
に
、
校

　
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
協
議
会
と
の
連
携
な
ど

　
に
よ
る
青
少
年
の
「
人
づ
く
り
」
を
行
い

　
ま
す
。

❖
さ
ま
ざ
ま
な
立
場
の
若
者
の
参
加
に
よ
る

　「
リ
ー
ダ
ー
養
成
塾
」
を
開
催
し
、
未
来

　
を
考
え
、
行
動
す
る
若
者
を
育
て
ま
す
。

❖
郷
土
民
俗
芸
能
の
保
存
・
振
興
を
行
い
、

　
市
民
が
郷
土
の
文
化
財
に
触
れ
、
親
し
む

　
環
境
づ
く
り
を
推
進
し
ま
す
。

○
図
書
館
を
市
民
の
身
近
な
学
び
の
場
と
す

　
る
た
め
、
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
を
図
り
、
地

　
域
の
組
織
や
人
材
を
活
用
し
た
図
書
館
の

　
在
り
方
・
運
営
方
法
に
つ
い
て
検
討
を
進

　
め
ま
す
。

○
自
主
的
な
文
化
活
動
の
支
援
や
市
民
が
良

　
質
な
文
化
芸
術
に
身
近
に
触
れ
る
機
会
を

　
提
供
す
る
と
と
も
に
、
平
成
27
年
度
に
開

　
催
さ
れ
る
国
民
文
化
祭
伊
佐
市
主
催
事
業

　「
い
さ
演
劇
祭
」
に
つ
い
て
の
取
組
み
を

　
具
体
的
に
進
め
ま
す
。

○
競
技
団
体
や
学
校
等
と
連
携
し
て
競
技
者

　
の
育
成
・
強
化
に
努
め
、
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
・

　
競
技
ス
ポ
ー
ツ
の
推
進
を
図
り
ま
す
。
ま

　
た
、
平
成
32
年
開
催
の
鹿
児
島
国
体
カ
ヌ

　
ー
競
技
の
会
場
整
備
、
実
施
体
制
の
整
備
、

　
選
手
の
育
成
に
取
り
組
み
ま
す
。

❖
介
護
保
険
事
業
に
つ
い
て
は
、
地
域
密
着

　
型
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
等
を
活
用
し
、

　
在
宅
サ
ー
ビ
ス
と
施
設
介
護
サ
ー
ビ
ス
の

　
連
携
・
充
実
を
図
る
と
と
も
に
、
第
６
期

　
介
護
保
険
事
業
計
画
・
第
７
次
高
齢
者
福

　
祉
計
画
の
作
成
に
着
手
し
ま
す
。

○
障
が
い
者
の
就
労
支
援
に
よ
る
自
立
促
進

　
や
手
話
奉
仕
員
の
養
成
を
行
う
ほ
か
、「
障

　
が
い
者
ふ
れ
あ
い
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
大

　
会
」
を
開
催
し
、
障
が
い
者
が
い
き
い
き

　
と
暮
ら
せ
る
地
域
社
会
づ
く
り
に
努
め
ま

　
す
。

　
地
域
経
済
や
県
際
に
位
置
す
る
ま
ち
と
し

て
の
特
性
を
生
か
し
た
施
策
の
検
討
を
行

い
、「
伊
佐
市
な
ら
で
は
の
教
育
」
を
進
め
て
、

伊
佐
市
の
未
来
を
考
え
、
行
動
す
る
人
材
の

○
流
行
性
感
染
症
の
予
防
対
策
、
予
防
接
種

　
の
接
種
率
向
上
に
努
め
る
ほ
か
、
新
た
に

　
肺
炎
球
菌
・
水
疱
瘡
ワ
ク
チ
ン
の
接
種
に

　
係
る
助
成
を
行
い
ま
す
。

○
地
域
医
療
体
制
の
充
実
の
た
め
に
、
県
立

　
北
薩
病
院
や
市
医
師
会
、
消
防
組
合
等
と

　
連
携
し
、
県
立
北
薩
病
院
の
医
師
確
保
に

　
係
る
取
組
み
や
、
救
急
搬
送
の
体
制
整
備

　
を
広
域
的
に
進
め
ま
す
。

○
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
の
健
全
運
営
に

　
取
り
組
み
ま
す
。

○
高
齢
者
の
生
活
支
援
・
介
護
支
援

❖
地
域
で
の
声
か
け
活
動
や
見
守
り
強
化
な

　
ど
を
進
め
、
福
祉
タ
ク
シ
ー
利
用
助
成
の

　
大
幅
な
拡
充
等
に
よ
る
生
活
支
援
や
老
人

　
ク
ラ
ブ
・
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
事

　
業
支
援
を
行
い
ま
す
。

❖
介
護
予
防
を
支
え
る
人
材
・
組
織
づ
く
り

　
と
活
動
支
援
や
介
護
予
防
が
必
要
な
高
齢

　
者
の
把
握
を
踏
ま
え
た
予
防
事
業
を
行
い
、

　
地
域
包
括
ケ
ア
体
制
に
よ
る
い
き
い
き
と

　
し
た
高
齢
者
の
暮
ら
し
づ
く
り
を
め
ざ
し

　
ま
す
。

行政サービスの質の向上と健全な財政運営に立った 「安心と希望」 のまちづくり 

　
　
　「
地
域
と
学
び
未
来
に

　
　
　
生
か
す
人
づ
く
り
」

政策Ⅴ



 

「
安
心
と
希
望
」
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夫
ナ
カ
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決
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イ
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モ
シ
ヅ
カ
ニ
ワ
ラ
ツ
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ヰ
ル

一
日
ニ
玄
米
四
合
ト

味
噌
ト
少
シ
ノ
野
菜
ヲ
タ
ベ

ア
ラ
ユ
ル
コ
ト
ヲ

ジ
ブ
ン
ヲ
カ
ン
ジ
ヨ
ウ
ニ
入
レ
ズ
ニ

ヨ
ク
ミ
キ
キ
シ
ワ
カ
リ

ソ
シ
テ
ワ
ス
レ
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野
原
ノ
松
ノ
林
ノ
陰
ノ

小
サ
ナ
萱
ブ
キ
ノ
小
屋
ニ
ヰ
テ

○
平
成
25
年
度
に
お
い
て
表
明
し
た
県
総
合

　
体
育
館
の
誘
致
活
動
に
つ
い
て
も
伊
佐
市

　
の
優
位
性
や
特
性
を
ア
ピ
ー
ル
し
な
が
ら

　
多
様
な
取
組
み
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　
施
政
方
針
は
、「
市
民
の
幸
せ
」
を
実
現

す
る
た
め
の
信
念
で
あ
り
、
計
画
と
行
動
に

よ
っ
て
そ
れ
が
実
現
し
ま
す
。
ま
ず
私
自
身

が
学
び
行
動
し
、
市
民
の
信
頼
を
得
て
、
職

員
が
資
質
を
あ
げ
な
が
ら
「
市
民
の
幸
せ
」

の
た
め
に
働
く
こ
と
で
す
。
昨
年
か
ら
取
り

組
ん
で
い
る
民
間
人
に
よ
る
職
員
研
修
や
講

演
に
よ
る
学
び
な
ど
で
、
職
員
の
仕
事
に
対

す
る
意
識
は
さ
ら
に
向
上
し
つ
つ
あ
り
ま
す
。

新
年
度
は
さ
ら
に
パ
ワ
ー
ア
ッ
プ
し
た
研
修

を
行
い
ま
す
。「
何
の
た
め
に
働
く
の
か
？
」

「
市
民
の
幸
せ
の
た
め
に
働
く
！
」
を
常
に

信
条
と
し
、
初
心
を
忘
れ
ず
に
精
進
し
ま
す
。

　
Ｐ
Ｈ
Ｐ
研
究
所
を
設
立
さ
れ
た
松
下
幸
之

助
氏
は
、「
商
品
が
売
れ
る
か
ど
う
か
は
重

大
な
問
題
だ
け
ど
、
売
れ
る
か
ど
う
か
は
儲

か
る
こ
と
と
は
違
う
。
役
に
立
つ
か
立
た
な

い
か
で
あ
る
。
役
に
立
て
ば
嬉
し
い
が
、
役

に
立
た
な
け
れ
ば
悲
し
い
。」
と
い
う
言
葉

を
残
し
て
お
ら
れ
ま
す
。
行
政
は
ま
さ
に
市

民
の
役
に
立
つ
施
策
を
展
開
し
、
役
に
立
つ

市
長
や
職
員
で
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
売

れ
る
・
儲
か
る
が
商
売
の
言
葉
な
ら
、
さ
し

ず
め
行
政
に
お
い
て
は
サ
ー
ビ
ス
の
「
質
」

の
向
上
と
健
全
な
財
政
運
営
と
い
う
言
葉
に

な
り
ま
す
。
こ
れ
は
、
今
年
度
の
施
政
の
柱

と
し
て
10
年
後
、
20
年
後
の
行
政
運
営
を
考

え
る
上
で
の
基
礎
と
し
ま
す
。

　
施
策
は
知
識
で
や
る
も
の
で
は
な
く
、
知

恵
で
や
る
も
の
だ
と
思
い
ま
す
。
そ
の
知
恵

は
知
識
の
中
か
ら
生
ま
れ
ま
す
。
そ
の
十
分

な
知
識
に
熱
意
を
掛
け
算
し
て
、
さ
ら
に
経

験
を
加
え
て
出
て
く
る
の
が
知
恵
で
あ
る
と

松
下
幸
之
助
氏
は
説
い
て
お
ら
れ
ま
す
。
つ

ま
り
知
恵
の
出
る
公
式
と
は
、｢

知
恵
＝
知

識
×
熱
意
＋
経
験｣
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま

す
。
ど
の
よ
う
な
場
面
で
あ
ろ
う
と
、
素
直

な
反
省
と
改
革
の
痛
み
を
共
有
す
る
覚
悟
が

あ
れ
ば
必
ず
道
は
拓
け
ま
す
。

　
５
周
年
を
通
過
点
と
し
、
未
来
へ
向
け
て

新
し
い
ふ
る
さ
と
の
創
造
の
た
め
に
平
成
26

年
度
は
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。
そ
も
そ
も
「
ふ

る
さ
と
」
と
い
う
概
念
は
近
・
現
代
に
お
い

て
意
識
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
そ
れ

は
石
川
啄
木
の
文
学
に
ル
ー
ツ
を
探
す
こ
と

も
で
き
ま
す
。『
ふ
る
さ
と
の
山
に
向
か
ひ

て
い
ふ
こ
と
な
し
　
ふ
る
さ
と
の
山
は
あ
り

が
た
き
か
な
』、『
ふ
る
さ
と
の
訛
り
な
つ
か

し
停
車
場
の
　
人
ご
み
の
中
に
そ
を
聴
き
に

ゆ
く
』
は
そ
の
代
表
作
と
も
言
え
ま
す
。
宮

沢
賢
治
は
私
や
職
員
が
市
民
の
た
め
に
働
く

意
味
を
、
わ
か
り
や
す
く
「
雨
ニ
モ
マ
ケ
ズ

風
ニ
モ
マ
ケ
ズ
・
・
・
」
の
詩
と
し
て
残
し

て
い
ま
す
。
東
日
本
大
震
災
復
興
支
援
と
し

て
市
職
員
が
平
成
26
年
度
も
宮
城
県
南
三
陸

町
で
働
き
ま
す
。
新
し
い
ふ
る
さ
と
の
創
造

は
、
自
分
た
ち
の
ふ
る
さ
と
の
創
造
で
も
あ

り
ま
す
。

　
最
後
に
宮
沢
賢
治
の
有
名
な
詩
を
紹
介
し

て
私
の
施
政
方
針
並
び
に
行
政
の
基
本
姿
勢

と
し
ま
す
。

特集　平成 26 年度　施政方針 
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